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弘
前
と
い
え
ば
、
２
０
０
万
人
が
訪

れ
る
桜
祭
り
や
、
ネ
プ
タ
祭
り
で
有
名

だ
が
、
他
に
も
、
り
ん
ご
、
岩
木
山
、

弘
前
城
、
禅
林
街
、
そ
し
て
ギ
ャ
ラ
リ

ー
の
街
、
コ
ー
ヒ
ー
の
街
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
顔
を
も
っ
て
い
る
。〈
音
楽
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
弘
前
〉
は
、
そ
ん
な
東
北

の
小
京
都
、
弘
前
市
に
、
２
０
０
５
年

６
月
に
産
声
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

始
ま
り

　

物
事
が
始
ま
る
の
に
時
間
は
い
ら
な

い
。
何
ヶ
月
も
何
年
も
考
え
た
り
、
努

力
し
て
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と
が
、
あ

る
時
唐
突
に
出
来
て
し
ま
う
と
い
う
経

験
は
、誰
し
も
持
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

　
「〈
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
弘

前
〉
が
で
き
た
ん
で
す
よ
」

　

そ
の
日
、弘
前
文
化
会
館
館
長
室
で
、

館
長
の
田
中
弘
子
さ
ん
（
現
在
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
〈
あ
お
も
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
〉
理
事
長
）
が
、
私
に
一
枚

の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
手
渡
し
た
。

　
「
市
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
紹
介
と
、

場
所
の
地
図
が
書
い
て
あ
る
ん
で
す
」

　

鮮
明
な
カ
ラ
ー
刷
り
で
、
特
徴
の
あ

る
建
物
や
、
そ
の
内
部
の
芸
術
空
間
に

目
を
奪
わ
れ
て
い
る
と

　
「
音
楽
も
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

と
声
が
か
か
っ
た
。

　
「
い
い
で
す
ね
ぇ
、
や
り
ま
し
ょ
う
」

　

私
は
こ
の
種
の
企
画
が
、
半
世
紀
近

く
、
持
ち
上
が
っ
て
は
消
え
て
い
っ
た

事
情
を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
何
故
か
即
答
し
て
い
た
。

　

２
０
０
４
年
４
月
、
外
は
満
開
の
桜

で
あ
っ
た
。

立
ち
上
げ
に
向
け
て

　

５
月
、弘
前
市
合
唱
連
盟
の
会
議
で
、

趣
旨
を
説
明
し
、
14
団
体
が
参
加
を
希

望
し
た
。し
か
し
、そ
の
後
多
忙
な
日
々

が
続
き
、
気
が
つ
く
と
街
に
は
ジ
ン
グ

ル
ベ
ル
が
流
れ
て
い
た
。

　

趣
意
書
を
作
っ
た
り
す
る
時
間
の
な

か
っ
た
私
は
、
器
楽
系
の
団
体
に
連
盟

な
ど
が
な
い
た
め
、
代
表
者
や
指
揮
者

に
、直
接
電
話
で
趣
旨
を
語
っ
た
結
果
、

弘
前
オ
ペ
ラ
、
弘
前
交
響
楽
団
を
は
じ

め
、
吹
奏
楽
団
、
木
管
、
金
管
、
打
楽

器
、マ
ン
ド
リ
ン
の
各
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

声
楽
を
も
ふ
く
む
、
バ
ッ
ハ
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
バ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
そ

し
て
、
女
声
、
男
声
の
合
唱
団
と
、
翌

年
３
月
ま
で
に
計
25
団
体
が
参
加
を
表

明
し
た
。

立
ち
上
げ
総
会�

　（
２
０
０
５
年
６
月
７
日
）

　

各
団
体
の
代
表
者
を
は
じ
め
、
30
名

が
参
加
し
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
、
弘
前

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
長
、
市
民

会
館
館
長
、
文
化
会
館
館
長
、
中
央
公

民
館
館
長
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
弘

前
支
社
長
を
迎
え
て
、
立
ち
上
げ
総
会

を
開
い
た
。

　

そ
の
席
で
、
あ
ら
た
め
て
趣
旨
説
明

に
立
っ
た
私
は
、

　
「
そ
れ
ぞ
れ
に
実
力
が
あ
り
、
県
内

外
の
み
な
ら
ず
、
海
外
で
も
活
躍
し
て

い
る
団
体
も
あ
る
。
弘
前
市
内
で
は
、

合
計
す
る
と
、
毎
年
40
回
以
上
の
演
奏

会
を
開
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

お
互
い
を
あ
ま
り
知
ら
ず
に
い
る
事
実

は
、
決
し
て
望
ま
し
い
姿
で
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
向
上
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、ま
ず
相
互
の
交
流
が
大
切
で
あ
る
」

と
序
し
、
次
の
よ
う
に
提
案
し
た
。

一
、
名
称
を
〈
音
楽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
弘

前
〉
と
す
る
。

二
、
お
互
い
を
理
解
し
合
い
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、〈
音
楽

の
あ
る
街
弘
前
〉
を
目
指
す
。

三
、
入
退
会
は
自
由
。
会
費
は
当
面
、

各
団
体
年
間
千
円
と
す
る
。

四
、
さ
し
あ
た
っ
て
の
事
業
と
し
て
、

生
涯
音
楽
学
習
の
活
動
◆
み
ん
な
の
音
楽
・
み
ん
な
で
音
楽

音
楽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
弘
前
顧
問

川
村
昇
一
郎

生
涯
学
習
の
原
点
と
指
導
の
出
発
点

　
　
　
音
楽
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
弘
前
の
誕
生
に
思
う
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各
団
体
の
活
動
状
況
を
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
に
ま
と
め
、
今
年
度
中
に
創
立
記

念
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
す
る
。

五
、
以
上
の
こ
と
を
効
率
よ
く
推
進
す

る
た
め
に
、
運
営
委
員
を
選
び
、
原

案
を
作
成
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
含
め
、
す
べ
て
の
議
案
が

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
、
こ
こ
に
、
今

ま
で
例
を
み
な
か
っ
た
、
声
楽
系
と
器

楽
系
団
体
の
枠
を
超
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
、
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

代
表
に
推
さ
れ
た
私
は
、
次
の
よ
う

に
結
ん
だ
。

　
「
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む
時
に
は
、

と
も
す
れ
ば
、
仕
事
が
増
え
て
大
変
だ

と
思
い
が
ち
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
も
っ

て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
中
か
ら
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
た
め
に
10
％
を
削
く
の
で

は
な
く
、
全
体
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
を

１
１
０
％
に
増
や
し
て
、
余
っ
た
10
％

コ
ン
サ
ー
ト
の
場
で
、
各
団
体
に
配

布
す
る
。

三�

、
新
し
く
参
加
し
た
団
体
の
紹
介
。

（
26
団
体
と
な
る
）

創
立
記
念
コ
ン
サ
ー
ト�

�

（
２
０
０
６
年
２
月
19
日
、
弘
前
市

民
会
館
）

　

午
後
２
時
、
弘
前
市
吹
奏
楽
団
の
華

や
か
な
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
で
幕
を
開
け

た
。
参
加
20
団
体
、
総
出
演
者
４
０
０

名
。
４
時
間
半
に
及
ぶ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

　

次
々
と
ス
テ
ー
ジ
を
賑
わ
す
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
、
吹
奏
楽
、
金
管
、
木
管
、

打
楽
器
、
マ
ン
ド
リ
ン
の
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
、
そ
し
て
オ
ペ
ラ
、
合
唱
の
各
団
体

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
十
分
に
ア
ピ

ー
ル
し
て
、
個
性
あ
る
豊
か
な
音
楽
を

奏
で
た
。
聴
衆
は
、
時
に
耳
を
す
ま
し

て
静
ま
り
、
時
に
手
拍
子
を
打
っ
て
、

こ
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

少
し
の
精
神
的
時
間
の
停
滞
も
感
じ
さ

せ
な
か
っ
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
ホ
ー

ル
の
合
唱
団
や
聴
衆
が
全
員
立
ち
上
が

り
、
ス
テ
ー
ジ
上
の
弘
前
交
響
楽
団
と

弘
前
市
吹
奏
楽
団
と
共
に
、「
弘
前
市

民
の
歌
」
を
高
ら
か
に
合
唱
し
て
、
拍

手
と
感
動
の
内
に
幕
を
閉
じ
た
。

　

最
後
に
挨
拶
に
立
っ
た
私
は
、

　
「
こ
の
よ
う
な
コ
ン
サ
ー
ト
が
成
功

裡
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
演

奏
だ
け
で
は
な
く
、
裏
方
か
ら
協
力
し

あ
っ
た
各
団
体
の
心
意
気
に
、
エ
ー
ル

を
送
っ
て
下
さ
っ
た
、
弘
前
市
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の
温
か
い
ご
支

援
の
賜
物
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
弘
前

市
の
文
化
を
内
包
す
る
民
度
の
高
さ
を

示
す
も
の
で
あ
る
。
三
年
後
に
は
、
弘

前
市
は
〈
音
楽
の
あ
る
街
〉
と
な
り
、

五
年
後
に
は
〈
弘
前
音
楽
祭
〉
を
開
催

し
た
い
」

と
宣
言
し
た
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン

　

コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
の
、
お
互
い
を

歓
迎
し
あ
う
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、
62

名
が
参
加
し
た
。
挨
拶
と
乾
杯
の
後
、

各
テ
ー
ブ
ル
で
、
お
互
い
を
紹
介
し
合

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
が
演
壇
に
立
っ

て
、
自
分
た
ち
の
活
動
と
、
コ
ン
サ
ー

ト
の
感
想
を
述
べ
た
。
盛
り
上
が
り
が

▲創立記念演奏会

を
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
音
楽

を
愛
す
る
多
く
の
人
た
ち
の
た
め

に
使
っ
て
ほ
し
い
の
で
あ
る
」

第
二
回
総
会�

　（
同
年
12
月
６
日
）

一
、
創
立
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
を
、

翌
２
０
０
６
年
２
月
に
開
催
す

る
。
そ
れ
に
対
す
る
多
く
の
意

見
や
希
望
が
出
た
後
、
時
間
的

余
裕
が
な
い
の
で
、
具
体
的
な

こ
と
は
、
運
営
委
員
会
に
一
任

す
る
。

二
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
プ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
と
、
内
容
の
検
討
が

な
さ
れ
、
完
成
後
、
創
立
記
念


